
(3月下旬号〕

大村市の人口
cz月末日現在〉

世帯数 12.261 
人口問.6~1

男 27.323
女 29.565

増出生日|
f 232 転 入 196r 

(第277号〉りよ大村市政だ〈毎月1日，10日，lO日発行〉
昭和何年 z月20目

(昭和33年4月zz臼第三種郵便物認可〉
(ー)

発 行 所

長崎県大村TIJ250番地

大 村 市 役 所

印刷所つじ印刷i所

定価 一 部五円

祭柴音民市

第 1回の市民音楽祭が 4月1臼午後 11暗から中央

公民舘で開かれます。
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出場グループは B団体で、器楽や、合唱など多く

と
を
し
よ
う
と
す
る
者

刷
、
道
ぬ
で
航
、
の
ほ
り、

右

版
、
あ
ん
と
ん
等
を
持
っ
て
通
行

-

-す
る
と
き

最
近
自
凱
一
郎
や
原
動
機
付
自
転
一

道

路

に

お

け

る

で
は
で
き
ま
せ
ん
。

一

向

凶
、
出
血
白
山
容
を
出
そ
う
と
す
一
ゴ

ζ
ι
J
、
fて
品

川

J
こ
ウ
杉
山
川

車
が
著
し
く
堵
加
し
て
お
り
ま
す
一

禁

止

行

為

一

的
、
主

ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
三

る

者

一

1jcυ
人

引

い

訂

む

が
、
と
れ
ら
の
車
両
を
乱
雑
に
当

判

、
露
出
識
に
類
似
す
る
よ
で
た

や

臼
長
の
練
習
を
す
る
乙

;

、
祭
礼
行
事
、
ロ
ケ
|
シ
ョ
一
読
を
し
て
通
わ
す
る
と
き

置
し
た
り
、

駐
停
車
禁
止
場

一
げ
う
な
も
の
立
訳
出
し
て
は
な
り
ま

τは
で
き
ま
せ
ん
。

一ン
、
あ
る
い
は
人
が
守
ノ
一
般
交
一
川
、
草
川
左

こ

話
相
、
ラ
ジ

に
駐
停
車
し
て
い
る
も
め
か
目
立

一せ
ん

。

一

川
、
交
通
ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
で
吾
影
響
を
お
よ
ほ
す
よ
う
な
乙

7
u
k
p引
引

活

し
な

っ
て
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た

1
一

側
、
倍
培
機
や
、
道
路
出
識
か
十
た
き
火
を
す
る
乙
と
は
で
き
ま
せ

一

一

が
ら
辿
ね
ヲ
る
と
き

覆
い
を
道
路
に
突
き
出
し
た
り

一見
え
な
い
よ
う
な
工
作
物
毒
て

τ。
一

九

日

市

型

一
例
、
主

ひ

ん
ぱ
ん
な
逗
尚
に

2

2ま
で
並
べ
た
り
、
物
一た
り
物
件
を
設
け
て
は
な
り
ま
せ
一

2世
話
す
る
お
そ
れ

一

区

四

翠

γ一よ
い
、

2
3の
印

刷

物

語

件
を
血
闘
い
た
り
、

許

可

を

受

け

な

了

。

一

の

あ

る

道

路

に

水

を

ま

く

乙

と

は

一

梓

川

証

隠

閃

「
幽

一
!

一
/

一

一

、炉
支

伍

-m日
比
t除

一し
た
り
、
通
行
者
じ
交
付
す
る
と

い
で
不
正
に
使
用
し
て
、

道
路
を

一

村
、
道
官
物
件
を
み
だ
り
に
一

で
き

ま

せ

ん

。

一

勺

一き

。

(

大
村
三
岩
)

狭
く
し
、
交
迅
の
円
程
阻
害
し
一置
い
て
は
な
り
ま
せ

ん

。

一

例

、
道
路
に
牛
川
等
を
放
し
た

一

-

o

/

て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

交
通
事
一

料
、
酒
に
酔
っ
て
道
路
ま
ら
ず
つ
な
い
で
お
く
と
と
は
で
き
ま

一

刈

拡

判

/

/

故
を
引
起
ヲ
原
凶
と
も
な
っ
て
お

一つ
く
乙
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

交
通
一せ
ん。

一

川

ιhrh

凶
ツ
ム

/
/

り
ま
す
の
で
、

ζ
う
し
た
と
と
を
一
の
妨
害
と
な
り
ま

。

一

川

、
運

者

自

が

く

ら
む
よ

一

7
4引けに
、

川

p
f
i
//
 

な
く
す
る
た
め
一ニ
月
五
日
か
ら
、
一

制
、
道

官

経
そ
ベ
り
、
す
わ
で
つ
な
光
を
道
路
に
投
射
す
る
こ
と

V

m
ノ

た

一一ケ

ペ

/

/

〆

/

道

路

震
く
惇
つ

誌

を

誌

し

一り
、
し
ゃ
が
み
、
立
主
ま
る
と
は
で
き
ま
せ
ん
u

す

明

刀

/

い

L
4
7
J

て
お
り
ま
す
カ
ら
、
つ
ぎ
の
乙
と
一と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一

刷
、
交
通
ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
で

r
u
j
れ
い
|
仇
%
忽
グ

が

ら

き

っ
て
い
た
だ
き
と
髄
力
一

料
、
交
通
ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
で
一
灯
火
を
つ
け
な
い
で
、
牛
馬
や
荷

「

寺

」

吋

l
my以
勺
F

Z臨
い
し
ま
ヲ
。

一章

、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
な
と

一車
、
リ
ヤ
カ
ー
な
ど
を
ひ
く
乙
と

すか

r
L
f
l
常
次
J
re

停

車

お

よ

び

駐

車

一を
す
る
乙
と
は
で
き
ま
せ
ん。

一
は
で
き
ま
せ
ん。

五

¥

了

ι

叫
苅

パ

d
p
j

を

禁

止

す

る

場

所

一

例
、
石
、
ガ
ラ
ス
ひ
ん
‘
金
属
一

道

路

使

用

の

許

石

川

川

ー

し

た

ザ

!

ー

ヰ

y
f
d
e

G
停
車
を
禁
止
す
る
場
所

一片

等

号

、
ま
た
は
発
射
す
る
一

可

が

い

る

場

合

一

い

川

LEv--r
m
f

下
図
の
と
お
り
(
右
)

一乙
と
は
で
き

ま

せ

ん

。

一

判

、
道
路
で
工
事
、
ま
た
は
作

一

々

リ

お

山

r
ι
q
a
Jt

e駐
与
を
弘
閉
止
す
る
場
耐

一

明
、
進
行
中
の
車
問
か
ら
宮
支
き
ょ
う
と
す
る
者

一

凶

一

一

切

J
G
3
9幻

現
在
使
肘
一
り
く
だ
さ
い

。

い

よ

う

に

注

意

し

、

ま

た

保

険

の

一わ
ら
ず
、
乙
の
被
保
険
者
証
が
送
一

下
闘
の
と
お
り
(
左
)

一投
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
υ

一
刷
、
道
路
に
石川併
、
銅
線
、
広

一

f

中
の
国
民
健

一

も
し
、
相
当
期
間
た
っ
て
も
お
一給
付
な
ど
が
円
滑
に
ゆ
く
よ
う
に
一付
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
生
活
一

停
車
の
方
法

一

川
、
パ
ス
、

霊

祭

進

行

主

義

、
ア
ー
チ

等

義
け
よ
う
と

一

均

一

惣

ハ

康
保
険
被
保

一手
も
と
に
到
着
し
な
い
と
き
は
、

一ζ
凶
刀
く
だ
さ
い
。

一保
護
を
覚
り
て
い
る
人
は
、
被

保
一

人
の
乗
降
や
、
荷
物
の
積
卸
し
一に
飛
び
乗
っ
た
り
、
飛
び
降
り
主
ず
る
者

一

附

掛

川

ヤ

険
者
証
は
、
本
一
体
一
ニ
月
三
十
一
日

一保
険
衛
呈
謀
へ
申
出
て
く
だ
さ
い
一

昭
和
三
十
五
年
度
分
の
古
い
被一
険
者
証
に
そ
の
理
由
を
付
し
て
急
一の
た
め
、
停
車
ヲ
る
と
き
材
、
で

一り
、
ま
た
舛
か
ら
つ
か
ま
る
こ
主
料
、
場
所
を
移
動
レ
な
い
で
、

一

か

司

1
当

皿

作

ザ

小

/
/
/

ま
で
有
制
で
、
そ
れ
以
後
は
使
用

一

四
月

一
日
以
降
は
、
乙
の
新
し
一保
険
者
証
は
な
る
べ
く
卑
く
第
一い
で
護

衛
生
突
戻
し
て
く
だ
一

2
8道
路
左
側
に
停
車
し
一

z
1
ii
1
;
;1
i

0

:.

一

M主E忍
rト尽竪霊恨竪竿一帝託町庇附

I
恥全
りは吋

y刈
/
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叩献嬰号
M

竪持野封特立川M
…
ド
日
目
立
時
監
誇
時
立
駐
守
注
高
野
主

青から
万桜まつりタ

一
一
E
J緋
，ゐ
M
，

被
保
隙
者
一祉
と
凶
替
え
ま
す
こ
の
一
無
幼
と
な
り
ま
す
。

)

一

て
く
だ
さ
い
。

一と
面
倒
な
乙
と
に
な
り
ま
す
の
で

一指
定
し
た
と
こ
ろ
で
は
道
路
の
右
一

恒
例
の
か
大
村
桜
ま
つ
り
o
は
一
ム
四
月
九
日

富
工
舞
踊
回

一

新
し
い
披
露
差
は
、

三
月
三

被

医

者
証
護
領
し
た
ら
、
一
現
在
、
社
会
保
険
、
装
組
合一
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一

側
備
に
停
車
す
る
こ
と
か
で
き
ま
一三
月
二
十
五
日
か
ら
四
月
十
六
日
一
ム
四
月
九
日

瑞
襲
踊
国

一
側
、
火
災
相
知
機
か
ら

一
口
以
内
。

十
日
ζ
ろ

思

議

委

員

室

じ

一同
時
に
送
付
し
て
お
り
ま
す

「し

百
雇
健
保
な
と

自

民

健

震

隙

竺

(

保

険

衛
生
課
)

一す。

一ま
で
、
大
村
公
園
、
三
城、

雲

一

9
日
、
弓
道
夫
会

一
料

、

消

目

標

安

置

君

、

突

出

か

ら

古

以

内

。

て
送
達
し
ま
す
の
で
、
お
蛍
り
取

一お
り
」
を
よ
く
読
ん
で
誤
り
の
な
一外
の
額
保
隙
者

で

あ

る

に

も

か

か

一

湖

の

桜
の
名
所
を
中
心
に
全
市
に
一

一

わ
た
っ
て
、
盛
大
に
催
さ
れ
ま
す
一
大
村
弓
道
凶
告
で
は
大
村
桜
ま

一

期
間
中
は
大
村
公
園
、

ゴ一
城
公
一
つ
り
の
際
、
第
五
凶
県
ト
弓
道
大
一

園
の
仮
設
舞
台
で
警

か

句-'''
、，、U

司

4
U!

 

?、
u
aAu
y

z
d
nHυ 

ヲ
ヘ

υ

亡
出減 z

都
市
計
画
事

業

(
特
別
失
業

対
能
事
業
を
含

む
)
と
し
て
施

行
さ
れ
て
い
た

藤
の
川
排
水
一路

工
事
は
昨
年
八

月
か
ら
正
事
を

進
め
て
い
ま
し

た
が
、

ほ
と
ん
ど
完
成
し
ま
し
た

護
岸
は
翻
訪
任
宅
東
角
か
ら
訓

訪
橋
下
流
三
十
れ
ま
で
延
長
百

五
十
二
討
、
水
路
幅
四
一
灯
、
深

さ
ニ

・
五
れ
で
訴
訪
橋

(
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
)
を
梨
付
替
え
ま
し

た
。 =立汲になった =

藤の川 護 岸

と
の
工
事
の
完
成
で
、
多
年
大

水
の
た
ひ
に
い
ろ
い
ろ
必
配
さ
れ

て
い
た
付
近
の
任
宅
倒
も
、
一
応

そ
の
必
配
も
な
く
な
る
も
の
と
慰

わ
れ
ま
す
。
な
お
、
昭
和
三
十
六

年
度
に
お
い
て
も
引
き
つ
づ
き
下

杭
を
施
行
の
予
定
で
す
。

写
真
は
一
勝
の
川
誰
岸
(
建
設
課
)

ば

ω
日
料
理
教
室

回
大
村
地
区
公
民
館
連
絡
協

議
会
、
竹
松
山川
人
会
で
は
つ
ぎ

の
と
お
り
料
辺
教
室
を
引
き
ま

す。ム
三
月
二
十
五
日
午
前
九
時
三

十
分
か
6
翻
訪
公
民
館

ム
三
月
二
十
五
日
午
後
一

時
三

十
分
か
ら
竹
松
神
社
儀
式
殿

(
時
間
は
い
ず
れ
も
二
時
間
の

予
定
)
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国民健康保険

か四

ら月

被
保
険
者
証
を
切
替
え

受
取
つ
に
ら
氏
名
な
ど
確
認
を

のプログラムが予定されてお り元 入場は無料です
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川
や
海
岸
で
の
砂
利
取
り
は

許
可
を
受
け
て
か
ら

河
川
や
海
岸
の
砂
利
等
は
、
国
一け
た
の
ち
で
な
り
れ
ば
採
取
で
き

有
地、

官
有
地
、
民
有
地
(
民
有
一

ま
せ
ん
。

地
で
あ
っ
た
敷
地
か
現
況
で
は
河
一
河
川
や
海
岸
は
公
共
的
な
も
の

川
を
構
成
し
、
ま
た
は
海
岸
保
全
一
で
あ
り
、
採
臥
の
た
め
に
多
く
の

区
域
、
情
湾
区
域
内
に
な
っ
て
い
一人
が
災
害
を
受
げ
る
乙
と
が
な
い

る
も
の
)
を
と
わ
ず
、

許
可
を
受
一
ょ
う
管
理
者
は
管
理
す
る
載
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、

採
取
に
際
レ
て

は
許
可
を
受
り
る
よ
う
県
で
は
要

望
し
て
い
ま
す。

自
己
所
有
地
で
あ
る
場
合
で
も
許

可
が
必
要
で
す
か
、
料
金
は
徴
収

さ
れ
ま
せ
ん
。

く
わ
し
い
乙
と
は
建
設
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
建
設
課
)

問
削

瑞
相
川
叫
附
団

黒
丸
踊
り

大
和
会
舞
踊

25日から野岳ヘパス運行

松原駅前より野岳県立公固まで千百Eの とおり

県営パスが運行しますL県営パス大村営業所)

大村 発 松原駅自1発 野 岳 着

8 1I~ 1 0分 8 11寺川分 9 iI寺町分。11寺50分 10時15分
11時25分 1111寺50分
13時20分 13時45分
1611寺20分 101時45分

野 岳発 松原駅前着 大村着

日時10分 9時30分
10時20分 10時40分
121侍10分 1211針 。分

141時30分 14時50分
1711寺30分 17時50分 1811引O分

刻J 3月Z5日から 4)=1 z3日まで=毎日
4月29日から 1月15日まで=土、日、祭

7月22[:1から日月 10blまで=Hi 1I 

(
演
芸
の
予
定
〕

ム
四
月
二
日

ム
四
月
七
日

ム
四
月
八
日



り

行 す て しkν‘プ1 と 「佐麗 "どご~lll川1川'"川川川11川州11川川11
は業 土 臨盤麗盟醗醒翻 れな る農 く業

リI'dT' 商醸趨蝿盤閥 、2 乙 業 いは
土 近冬 =kkE Zャ 盤翻欝饗醸翻 鹿 ι とがわ曲

均;22i毒iE醸甑警豊富 努語 義査を是
枝を の J生1=1=1 酪醐，孟轍 民麗 味なす」

性 差 i函 i工 躍麟藩離 走霊長義た昼
議す竺 i蚕;音 盤聾轡轍 tE票 管智 hh
、柔 iヂ/T、 臨時翻{の断ま来る

ごf;:! 主主~ c-~ 叱ノ 臨欝穂伊芳部題?ニがた 産 さ農土
機な営 E企玄 .-1--. 陸軍空竺蕗:転 雪 組 ;次、乙の れ 主 地

姥会運 i埜i内 融~酪護法ぶ定童 三 芳製
足三繁 i霊i宍 麟欝欄 hh室長弘前議
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(二)

本
市
農
政
の
方
向
ど
対
策

(才277号)

~ 10年後の目標は
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よ大村市政だ

昨
年
十
月
市
議
会
、
農
業
委
員

会
、
そ
の
他
農
林
業
関
係
団
体
の

代
表
者
で
農
政
問
議
会
を
設
置
し

今
後
の
本
市
開
政
の
基
本
的
方
向

お
よ
び
そ
の
対
策
に
つ
い
て
種
々

検
討
さ
れ
た
結
果
、
ほ
ほ
結
論
を

得
て
、
本
年
一
月
市
長
に
そ
の
答

申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
ど
承
知
の
と
お
り

(毎月 1日， 1 0日，20日発行〕
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昭和何 年 5月20日
(昭和日年4月II日第三種委「便物認可)

三
浦
中
に
ミ
カ
ン
困

生
徒
と
地
元
民
の
協
力
実
る

三
浦
中
学
校
で
は
、
昨
年
三
浦
一
し
、
計
二
百
本
を
三
月
十
三
日
柑

今
村
郷
山
下
武
さ
ん
か
ら
日
泊
郷
一橘
同
志
会
員
や
育
友
会
役
員
ら
の

荒
卒
(
同
校
か
ら
南
側
五
百
計
)
一
指
導
で
、
生
徒
た
ち
は
見
事
な
黄

に
二
十
ア
ー
ル
の
土
地

(山
林
)
一
金
の
闘
に
な
る
よ
う
に
一
本
一
本

を
ミ
カ
ン
国
と
し
て
寄
贈
が
あ
り
一
を
丁
寧
に
植
え
つ
け
ま
し
た
。

ま
し
た
の
で
、
昨
年
十
一
月
か
ら
一
な
お
、
岡
地
に
管
理
舎
一
棟

立
派
な
ミ
カ
ン
固
に
な
る
よ
う
に
一
(
十
平
方
針
)
と
水
槽
を
つ
く

育
友
会
役
員
、
大
村
市
柑
橘
研
究
一
る
ζ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
の

同
志
会
三
浦
支
部
会
員
ら
の
労
力
一ミ
カ
ン
図
は
学
校
の
実
習
闘
と
し

奉
仕
、
地
元
宵
友
会
員
の
浄
財
に
一て
教
育
に
大
き
な
貢
献
を
す
る
こ

よ
り
関
裂
を
は
じ
め
、
よ
う
や
く
一と
が
期
待
さ
れ
ま
ず
し
、
柑
橘
悶

と
の
ほ
ど
整
地
が
終
り
ま
し
た。

一志
会
で
は
乙
れ
を
三
浦
地
区
の
そ

ミ
カ
ン
の
苗
は
日
伯
郷
田
崎
伝
一デ
ル
闘
に
育
て
あ
げ
る
よ
う
指
導

さ
ん
か
ら
百
本
の
寄
贈
が
あ
り
ま
一し
た
い
と
振
り
切
っ
て
い
ま
す
。

し
た
の
で
、
さ
ら
に
百
本
を
購
入
一
(
写
真
リ
ミ
カ
ン
苗
の
植
付
け
)

iお生 i

j よ 産
:び政
i市 策
;場と :
i条流 :
i件通

豚
お
よ
び
病
原
体
を
ひ
ろ
げ
る

お
そ
れ
の
あ
る
物
品
の
移
入
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
現
在
家
畜
保
健
所
が
実

施
申
の
定
期
予
防
注
射
は
全
顕

も
れ
な
く
受
り
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
(
股
林
諜
}

豚
コ
レ
ラ
が
発
生

本
年
も
豚
コ
レ
ラ
発
生
の
時

期
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
長

崎
県
は
波
佐
見
町
お
よ
び
佐
賀

県
、
福
岡
県
に
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
波
佐
見
町
の
発
生
原
凶

は
佐
賀
県
か
ら
導
入
し
た
豚
が

コ
レ
ラ
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
と
れ
ら
の
地
域
か
ら
の



一

以
上
で
都
市
計

闘

の

梢

却

は

完

一

所

を

設

定

整

備

す

べ

く

計

耐

を

立

一

と

す

る

計

悶

を

持

っ

て

お

り
ま
す
一
て
の
骨
格
迫
断
ゑ
叫
設
し
て
い
た

一壁
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
参
り
ま
一
て
て
お
り
ま
す
が
、
乙
の

公

園

予

一

そ

の

他

資

源

の

活

用

に
つ
い
て
一だ
ぎ
、
長
川
、
佐
賀
川
県
で
肉
付

一し
た
の
で、

今
後
は
都
市
街
路
建
一
定
地
域
の
整
備
に
は
相
当
の
経
質

一は
、
研
究
を
藍
ね
て
お
り
ま
す
が
一け
胞
節
を
行
な
っ
て
完
全
な
道
路

全
国
の
既
成
工
場
地
帯
は
章

一設
と
併
行
し
て
区
両
整
理
事
業
乏
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
早
急
実

一

つ
ぎ
に
観
光
資
源
の
活
用
の

二
ま
ず
こ
れ
ら
の
宿
泊
設
備
が
、
緩
ま
る
こ
と
に
協
議
か
ま
と
ま
り

と
の
道
の
権
威
者
に
実
地
踏
査
を
一
飽
和
状
態
と
な
り
、
能
率
低
下
の

一行
な
っ
て
、
工
場
誘
致
あ
る
い
は
一宮

困

難
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
と

一端
と
し
て
、
野
岳
公
園
芸
む
郡
一的
に
起
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

一三
者
係
官
立
合
い
の
も
と
に
路
線

開
細
い
指
導
菱
け
な
が
ら
京
況
に
あ
る
と
い
う
乙
と
で
、
通
五
宅
建
設
施
策
の
た
め
の
環
境
を
一
り
あ
え
ず
取
付
道
路
の
新
設
計
画
百
申
胞
に
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
が
計
一
こ
の
と
と
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ル
フ
一
の
選
定
の
た
め
の
実
地
踏
査
か
な

資
料
の
作
成
に
全
力
を
注
ぎ
、
立
産
省
で
は
工
場
を
地
方
分
散
さ
竺
整
備
す
る

一
方
、
明
る
い
都
市
造
一
を
早
急
に
打
ち
立
て
る
よ
う
に
竺
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
前
記
の
一
場
の
計
画
と
と
も
に

着

主

旦

さ
れ
、
目
下
そ
の
具
体
策
に
つ
い

年
末
よ
う
や
く
に
し
て
調
査
完
了
一
る
置
の
も
と
に
、
昭
和
一
一
一十
四
す
に
は
、
下
水
道
の
整
備
が
必
要

有

量

的
で
す
ま
す
。

一
高
速
度
国
道
は
久
原
付
近
か
ら
と
謀
っ
て
お
り
ま
す
。

一
て
雪
印
で
あ
り
ま
す
。

企
画
室
が
設
問
さ
れ
た
の
は
、
一
場
を
誘
致
す
る
こ
と
も

一
方
法
で
一
ま
ず
、
土
地
の
利
用
計
画
を
樹
立
一
し
ま
し
た
の
で
、

今
後
の
街
造
り
一年
六
月
、
当
市
を
工
場
適
地
地
帯
一
と
な
っ
て
ま
い
リ
ま
す
の
で
、
乙

一

一

間

部

霊
り
野
岳
公
園
付
近
を
通
一

一

し
た
が
っ
て
、
乙
れ
が
実
現
を

昭
和
一
ニ
十
二
年
四
月
で
あ
り
ま
す
一
あ
る
と
い
う
乙
と
で
、
す
で
に
九
一
ず
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
は
大
略
乙
の
線
に
沿
っ
て
進
め
主
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

一れ
も
館
一
期
引
画
と
し
て
片
町
か

一

昔

一過
す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
ま
一

大

村

J
鹿

島

線

一
見
ま
す
と
大
村
J

山
目
線
そ
の
も

が
、
設
置
後
の
企
画
室
で
は
、
ぃ
一
州
努
大
村
火
力
発
電
所
を
は
じ
一
昭
和
三
十
四
年
七
月
調
査
研
究
を
一

れ
て
そ
も
の
と
考
え
ま
す
。

一
早
速
訴
査
を
開
始
し
て
同
年
土

一ら
大
上
戸
川
筋
に
至
急

義

二

一

!ι
一九

回

…一
た
松
原
か
ら
書
公

園

裏

返

一

一

の

が

、
木

材

監

禁

制

光

露

ま
ま
で
に
ど

ωよ
う
な
仕
事
を
し

一め
、
大
村
耐
火
会
社
な
ら
び
に
農
一
開
始
し
、
市
内
全
域
に
わ
た
っ
て
一
乙
の
調
査
書
は
〔
大
村
市
建
設
一月
に
は
、
乙
の
調
査
を
完
了
し
、

一排
水
区
と
し
て
計
回
し
、
設
計
書

一

一

野
に
通
ず
る
観
光
道
路
の
新
設
も

一
つ
ぎ
に
制
光
資
源
開
発
の
一
間
一と
し
て
脚
光
を
浴
ひ
る
だ
け
で
な

今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
ょ
う
一
完
工
会
社
が
姐
鼓
さ
れ
た
乙
と
一
種
々
検
討
を
加
え
た
結
果
、
乙
の
亘
書
〕
と
い
い
、
製
図
入
土
通
産
省
に
訟
を
す
る
と
同
時
に

一の
作
成
完
了
し
て
お
り
ま
す
が
一
つ
ぎ
に
将
来
の
臼
動
車
の

g一計
画
中
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
乙
れ
一と
も
な
る
重
大
村
、
宮

線

の

一く

、

室

長

山
道
路
の
取
付
げ

と
し
て
い
る
の
か
、

市
役
所
の
窓
一
は
と
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
一
土
地
を
最
大
限
に
利
用
す
れ
ば
人

一の
三
百
十
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
、
か
な
一工
場
誘
致
の
資
料
と
す
る
た
め
に

一国
の
財
源
の
都
合
上
、
い
ま
た
だ

一を
…
裂
し
た
場
合
、
現
在
の
国
道

一が
実
現
の
腕
に
は
同
地
方
は

一
躍
一口
通
促
進
に
づ
い
て
寸
い
た
川

一

予

口
実
内
で
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
ま
一
が
、
と
の
三
会
社
と
も
に
第
二
次
一
口
夫
妻
擁
す
る
こ
と
が
可
玄
厚
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

一さ
ら
に
工
夫
し
て
新
国
の
作
成
一
ち
に
施
行
し
得
る
段
階
に
は
立
ち
一
で
は
到
底
さ
ば
き
得
な
い
乙
と
が

夏

を

浴

び
る
乙
と
が
予
想
さ
れ
一ま
し
た
結
身
っ
き
U
よ
う
な
よ
も
?
を
な
り
、
市
内
は
も
ち
ろ

し
た
が
、
も
少
し
く
わ
し
く
、
仕
一
あ
る
い
は
第
一
一-次
剖
画
が
な
さ
れ
一
能
で
あ
る
線
が
出
る
の
で
あ
り
ま

一

一

そ
の
他
の
編
集
を
し
て
、
昭
和
三

一
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
市
の
財

一
予
相
さ
れ
ま
す
の
で
、
他
に
高
速

一ま
す。

一進
を
見
て
お
り
ま
す
。

一
ん
県
内
鉛
刊
少
年
の
〔
り
ク
リ
エ

事
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
て
参
考
一
市
発
展
上
大
い
に
認
し
ょ

2
一す。

一

l
i
l
-

-
一十
五
年
五
月
写
真
司
令

の
〔
工
場
面

と
も
に
ら
み
合
せ
て
絶
え
ず
実
玉
虫
、
必
嬰
と
な
っ
て
ま
い
り

一

一

長

い
間
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
「
ノ
ョ
ン
〕
の
こ
よ
な
き
場
所
と

に
供
し
た
い
と
存

じ

ま

す

。

了

て

お

り

ま

す

。

一

し

か

し

、

人

口

十

五

万

を

目

標

一
…

者

市

言

画

街

路

…
一
適
地
〕

と
い
う
刊
行
李
弛
行
い

一現
に
つ
い
て
努
力
を
し
な
け
れ
ば

一ま
す
。

一

一

乙

の
川
閣
も
長
川
県
側
と
れ
灯
県
一な
ふ
こ
と
が
間
待
さ
れ
ま
す
が
、

さ
て
、

大
村
市
を
発
展
さ
せ
る
一
ま
ず
、
都
市
計
画
に
つ
い
て
申
一
と
し
た
場
合
で
も
工
場
周
辺
に
は

一

一

た
し
て
お
り
ま
す
。

一な
ら
な
い
乙
と
の
一
つ
で
あ
り
ま

一

そ
こ
で
乙
の
道
路
の
一
環
と
し

一
…
観

光

施

設

等

一側
の
歩
剥
が
完
全
L
一
致
し
ま
し
一

l

方
法
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
一
辿
べ
ま
す
と
つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
一
住
宅
お
よ
び
震
が
必
要
と
な
り
一
乙
の
道
路
も
工
場
予
定
地
区
一
こ
の
内
容
は
工
員
在
学
子
。

一て一
一一
浦

踏

か

ら

童

福

停

の

一

一

た
の
で
、
林
野
庁
葉
泉

佐

一乙
t
か
実
現
ま
で
に
は
、
な
お

一

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
工
一
り
ま
す
。
一
引
い
て
は
学
校
の
増
設
あ
る
い
は

一じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

一
る
盟
理

た

と

え

ば

忠

明

一

一

闘
を
締
め
切
る
か
、
あ
る
い
は
橋

一
つ
ぎ
に
将
来
新
設
計
市
の
体
一

首

柔

め

、
木

録

保

(三)

大

村
市
発

展

簸

の

基

本

を

計

画

一一一一一一一一
企

画

室

の

歩

み

一一一一一一一一一一一一一一一
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工
場
適
地
調
査

区

画

整

理

と

下

水

道

計

画

観

光

道

路

五
月
日
メ
日
(
片

)
y
m
H

(
土
)
、
日
日
(
月
)
}
計
日

(
土
)
、
加
日
(
火
)

j
引
日

(
水
)

六
月

H
I
日
(
木
)

l

q

J

日

(
土
)
、

5
H
(片
)
J
い
日

(
土
)
、

一月
日
(
片
)
J
M
H

(
土
)
、
日
明
日
日
(
月
)

(
大
村
駐
と
ん
地
業
扮
隊
)

見

事

注

高

心

へ

訓

棟

一

ヘ

成

】

昭

和

一
ニ
十
三
年
か
一て
つ
く
る
予
定
で
す
。

!
?
，d

ニ

-E
t一
舘

三

ら

資
料
の
収
集
と

一

な
お
、
市
史
(
下
巻
)
を
お
読

消
防
本
部
で
は
春
の
火
災
予
防
一
書
カ
】
編
さ
ん
こ
あ
た
っ

一み
こ
な
り
た
い
か
た
は
市
立
図
書

一
図
〉
】

司

』

一
f

週
間
中
の
三
月
九
日
、
県
立
東
浦
一
法
巻
」
て
し
ま
し
た
大
村
一舘
に
備
え
て
あ
り
ま
ず
か
ら
、

ど

病
院
が
火
災
と
の
相
定
で
消
火
訓
一
如
何
凶
市
民
(
下
巻
)
が

一利
用
く
だ
さ
い
。

練
(
上
記
写
真
)
を
行
な
い
ま
し
た
一

の

史

】
で
き
あ
が
り
ま
し
一

(

市

史

編

さ

ん
室
)

一

用

市

】

こ
。

当
日
は
午
前
十
時
演
習
召
集
の
サ
一

リ

4
1

4

イ
レ
ン
が
鳴
る

と

同

時

に

、

病

院

一

日

ぷ

本

の

形

は

A

患
者
は
直
ち
に
看
護
婦
さ
ん
た
ち
一

1

5
版
で
ペ
ー
ジ
数

の
誘
導
で
運
動
場
に
避
難
す
る
と
一
は
五
百
九
十
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い

と
も
に
、
各
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
一
ま
す
。

自
動
車
、
可
搬
動
力
ポ
ン
プ
な
ど
一
内
容
は
明
治
以
降
か
ら
現
在
ま

が
火
災
現
場
へ
は
せ
つ
け
、
初
期
一で
の
あ
ら
ま
し
で
、
市
制
発
足
当

消
火
中
の
病
院
職
員
の
消
火
班
と
一
時
の
模
様
や
、
農
漁
業
、
教
育
、

交
昔
、
放
水
を
行
な
い
ま
し
た
。
一
観
光
、
宗
教
な
ど
各
章
編
に
わ
た

乙
の
訓
練
は
実
際
さ
な
が
ら
で

一
っ
て
編
さ
ん
し
て
あ
り
ま
す
。

日
ど
ろ
団
員
が
身
に
つ
け
た
見
事
一

ま
た
、
本
年
度
じ
引
続
き
昭
和

な
技
術
、
動
作
で
、
消
防
の
勇
姿
一三
十
六
年
中
に
近
世
以
降
か
ら
明

者
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

一治
ま
で
の
あ
ら
ま
し
を
上
巻
と
し

乙
の
目
棋
は
、
多
良
岳
を
中
心

と
し
た
二
市
一
町
一
村
の
山
系
に

開
拓
道
路
を
紙
一
長
七
十
キ
ロ
メ
l

一ト
ル
、
開
発
一山
松
千
八
百
へ
ク
タ

一
l
ル
(
内
大
村
二
百
ヘ
ク
タ

|

一
ル
)
を
開
発
レ
て
地
克
明
反
を
主

一
眼
と
し
て
股
一家
経
色
刷
版
の
拡
大

民
村
二
、
三
男
の
自
立
対
策
と
一と
、
み
か
ん
と
陥
山
宇
佐
二
大
支
位

し
て
多
良
岳
山
脳
じ
あ
る
広
大
な
一
と
す
る
経
営
内
容
の
充
実
を
は
か

未
開
発
地
域
を
開
発
し
て
、
入
植

一や
っ
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
せ
る
と
い
う
出
似
の
も
と
に、

一

ま
た
、
乙
の
計
山
の
内
容
を
参

農
林
省
で
は
昭
和
三
十

一
年
か
ら
一考
ま
で
に
印
述
べ
ま
す
と
、
凶
、

三
カ
年
の
予
定
で
、
県
市
が
協
力

一畑
地
の
造
凶
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り

し
て
基
本
調
査
が
行
な
わ
れ
て
来
一ま
す
が
、
乙
の
付
山
町
船
長先
と
し
て

本
市
前
号
世
界
山
林
業
セ
ン
サ
一ま
し
た
が
、
途
中
国
の
予
算
の
都
一ダ
ム
、
語
、
配
布
、
そ
の
他

ス
の
結
国
左
お
知
ら
せ
し
ま
レ
一
合
と
昭
和
三
十
二
年
の
大
水
害
の
一
営
農
じ
前
宕
部
恥
設
を
新
政
改

た
が
、
経
営
耕
地
面
積
別
長
関
係
も
あ
っ
て
、
そ
の
時
期
が
ず
一良
す
る
計
川
で
あ
り
ま
す
。

7

I

L

f

L
れ
て
、
よ
う
や
く
三
十
五
年
七
月
一

(
以
下
次
弓
に
つ
づ
き
ま
す
。
)

教
の
七
-
以
f

一
回
ブ
凶
一

;
一

一

一に
な
っ
て
予
定
の
基
本
計
画
警
の

一

六
四
一
の
飢
り
に
つ
き
訂
正
し

一作
成
が
完
了
し
、

昭
和
三
十
六
年

一

一中
に
農
林
省
の
手
に
よ
っ
て
実
施
一

(
写
真
は
完
成
し
た
ぽ
史
)

県
一
な
お
、
優
等
に
入
賞
し
た
笠
寺
、

一
氏
の
豚
は
、
き
た
る
四
月
七
日
か

豚
共
進
会
で
好
成
責
一sm

一ら
十
一
日
ま
で
郡
馬
県
高
崎
市
で

去
る
三
月
七
日
課
日
午
市
で
開
出
一
開
催
さ
れ
る
全
国
豚
共
進
告
に
長

さ
れ
た
長
崎
県
跡
共
進
去
に
、
当
一
崎
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

市
か
ら
つ
ぎ

ω各
氏
か
出
品
し
て

一
出
発
は
三
月
三
十
一
日
で
す
。
皆

健
禿
な
成
繍
を
お
さ
め
ま
し
た
。
一
様
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

一

(

伎

林

謀

)

【
未
経
産
の
部
】

一

ム
鋭
等
賞
鈴
田
笠
寺
脊
一
郎
一

西

大

村

上

野

安

雄

一

ム
二
等
賞
西
大
村

高
月
白
春一

ム
三
等
賞
西
大
村

山
田
九
州
」

男
門
成
豚
の
部
】

ム
ニ
等
賞

鈴
田

笠
寺
寿
一
郎

西
大
村
藤
尾
止

当

市

出

品

の

豚

、

4
月
J
6
月
の
実
弾
射
撃

全

国

共

準

会

に

陸
上
自
街
隊
大
村
駐
と
ん
部

隊
は
他
国
射
撃
場
で
凶
月
か
ら

六
月
ま
で
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り

実
抑
射
撃
ぞ
実
馳
し
ま
す
。

四
月
日
6
日

(木

)
J
8
日

(
土
)
、
い
日
(
火
)
)
円
日

(
土
)
、
打
日
(
片
)
l
幻
自

(
土
)
、

M
日
(
月
)
J
m
日

(金
)

笠
寺
さ
ん
の
豚
が
出
場

多
良
岳
未
開
発

地
域
開
発
計
画

訂
正
H

火

陀

1(.; 

の

ま
す
。



尾
干
代
見
)、

宮
中
婦
人
会
(
溝

一

億

康

者

:パ被
保
険
者
。
)
ー

一
岳
ま
つ
、
中
尾
コ
ノ
、
御
厨
国
雄
一原
順

て

(
大
和
町
)
荒
木
ウ
メ
一
口
ト
シ
、
福
田
ト
メ
、
(
池
田
)
一義
、

(
松
山
)
溝
口
順
一
郎
、
回
一
郎
、
辻
本
強
、
(
旧
下
)
井
本
フ

道

ハ

ル

)

一

【
三
浦
】
大
串
忠
浜
口
イ
チ
、
一
(須
田
ノ
木
)
西
武
ハ
ル、

緑
川
一ノ
、

(
寿
町
)
上
滝
隆
次
、
(
三
一

瀬
ジ
メ
、
消

益

次
郎
、
中
尾
一
申
シ
ゲ
、

(
古
町
)
回
申
セ
キ
、

7
ヱ
、

(E)勢
上
部
二
、
馬

【
西
大
村
】
上
諏
訪
二
班
(
永
一
畑
中
正
幸
、
古
票

、
上
野
章

、
一
マ
サ
、
(
上
小
路
)
松
浦
畳
一、

一回
一
区
)
上
野
語
、
下
道
金
三
一
勝
、
(乾
馬
場
)
郡
甲
造
、
御
厨
一
池
田
ツ
ギ
子
、

話

器

、
中
島
一場
茂
七
、

(
久
良
原
)一

程

、

石
ハ
ル
ヱ
)
、
池
田
郷
(
市
あ
き
一
前
回
モ
セ
、
浜
口
ミ
ツ
、
村
崎
惣
一
高
尾
ソ
ノ
、
奪
三
川
島
一
郎
、
西
村
俊
太
郎
、
田
中
吉
治
、一
保
、
川
里
鉄
一

、
久
思
表
、
一
雄
次
郎
、
(
古
町
五
区
)
川
添
ン
一
(
北
川
内
)
部
上
国
雄

'

ら

)

杭

出

津

(

三

根

光

雄

)

、

新

一

馬

、

田

崎

岩

雄

、

末

長

キ

ミ

、

松

τ、
緒
方
イ
ヲ
、
(
本
小
路
)
河
一
(
向
陽
町
)
迎
良
道
、
(
柴
田
)
一
筒
井
徳

菌

、
清
水
利
八
、
富
一
ヅ
、
(古
町
六
区
)
中
島

語

、

二

竹

松

〕

(
黒
丸
)
申
竹
シ
ズ

{
市
で
は
昭
和
1
4
十

五

年

度

大

村

三

十

塁

悪

優

良

な

保

険

税

納

城

(

一
戸
島
藤
作
)
、
古
賀
島
(
富
一
語
、
内
サ
ノ
、
出
口
繁
市
一
国
太
郎
(
幸
町
)
宮
崎
げ
ん
介
一
楠
本
初
治
、
(
栄
町
)
針
尾

正

志

妻

、
吉
田
周
作
、
(
水
田
)
渋
芸
永
カ
ッ
、
今
泉
ケ
サ
子
、
富
一
(
宮
小
路
)
今
利
伊
勢
吉
、
北
村

市

国

民

健

康

保

険

被

保

険

者

な

ら

一

税

組

合

二

十

七

団

体

に

対

し

そ

れ

永

ツ

ヤ

ヱ

)

一

富

田

山

口

買

、

山

田

辰

美

一

(

本

町

一

)

北

村

妻

、

(

大

市

一

(

水

計

)

田

添
ツ
ヤ
子
、

(
荒
一回
久
雄
、
(
水
田
二
区
)
山
口
匡一
か
の
、
伊
藤
善
作
、
(
松
並
一
)
一
律
、
辻
田
ツ
ル
、
福
井
シ
ゲ
、

び
に
優
良
保
険
税
納
税
組
合
の
表
一
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
安
村
市
ご
内
は
代
表
者
【
萱
瀬
】
荒
瀬
容
震
)
、
一
前
田
ヱ
イ
子
、
小
川
す
み
子
、
中
一
通
り
)
木
村
定
代
、
(
本
町
二
)
言

葉
安
太
郎
、
伊
川
英
治
、一
井
沢
は
る
え
、
山
崎
つ
と
む
、松
尾
一
吉
村
春
枝
、一ニ
木
源
太
郎
、
井
石
一
(
富
ノ
原

玉

虫

、
(
竹
松
)

彰
式
が
三
月
七
日
午
後
二
時
か
ら
一
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。
【
三
浦
】
三
浦
婦
人
会
(
福
地
一
原
(
田
中
塁
、
宮
代
婦
人
会
一
島
妻
、
函
需
、
渡
辺
栄
寿
一
児
島
語
、
(
本
町
四
)
山
口
雅
一

室
ハ
ル
、

鴨
川
シ
ゲ
、

(
赤
佐

一費

、部
村
ユ
ル
ヲ
、卒
野
八
重
子
一
登
志
枝
、
葬

ヨ

ヮ
、
山
口
邦
二

長
岡
秋
人
、

(鬼
橋
町
)
松
本
郡

中
央
公
民
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
一
そ
の
あ
と
県
保
険
課
長
、
犬
村
一
キ
ク
ヱ
)
一
(
一
瀬
ル
イ
)
、
田
下
婦
人
会
一
【
大
村
】
(
東
浦
)
山
崎
議
一
太
郎
、
室
町
)
橋
本
春
枝
、
一
古
)
貞
松
恒
男
、
楠
本
佐

久

埼

玉

喜

一

ニ

区
)
三
好
正
一
ニ
、
神

一
(
松
並
二
)
吉
田
初

一
、
二
宮
キ
夜
、

吉
村
タ
ィ
、
(
竹
松
本
町
)

乙
の
日
晴
れ
の
表
彰
を
受
け
る
一
医
師
会
長
の
お
祝
い
の
乙
と
ば
が
一
【
鈴
田
】
岩
松
婦
人
会
(
井
上
一
(
松
本
タ
ヨ
)
、
中
音
婦
人
会
一
田
崎
藤
四
郎
、
黒
崎
五
郎
、
(
前
一
本
田
清
子
、
(
下
波
止
)
才
木
三
藤
崎
新
一
、
(
徳
泉
川
内
)
今
里
一
回
さ
ゆ
り
、
中
村
康
夫
、
相
田
実

一ク
、
(
桜
馬
場

一
)
山
川
マ
キ
、
一

吉
田
ぬ
い
、
高
月
喜
久
松
、
岡
田

被
保
険
者
並
び
に
保
険
税
制
税
組
一
号
、
襲
撃
を
代
表
し
て
申
一
ツ
イ
)
、
宣
上
婦
人
会
(
金
子
一
(
田
中
純
子
)
、
黒
木
婦
人
会
一
室
)
雄
城
源
作
、
郡
三
太
郎
、
一
キ
、
紀
内
武
夫
、
毎
チ
ミ
、
柳
一
重
吉
、

(
長
岡
)
松
野
文
太
郎

一
(
杭
出
津
四
区
)
坂
口
書

、
一

容
馬
場
二
)
瀬
川
マ
ッ
、
松
川一

栄
て
山
内
事
太
夫
、
上
凶
か
を

合
代
表
を
は
じ
め
、
市
長
ほ
か
関
一

尾
千
代
見
氏
の
謝
辞
が
あ
っ
て
式
一
ヨ
シ
ヱ
)
、
警
下
婦
人
会
(
大
士
一
朝
長
シ
ズ
)
一
古
賀
キ
ク
ャ
、
(下
久
原
)
辻
徳
京
継
市
、
(
水
主
町
)
古
瀬
園
、

一
【
西
大
村
】
(
下
諏
訪
)
起

一
(
上
抗
出
津
)
御
塚
マ
ツ
ヱ
、
山

一ミ
ッ
、
小
山
チ
ヱ
、
富
沢
ス
ギ
、一
福

本

語
、

(
大
川
山
間
)
原
口

係
者
、
医
師
会
代
表
ら
約
二
百
五
一そ
閉
じ

ま

し

た

。

一

久

保
啓
子
)

一

【

竹

松

】

黒
丸

(下
井
十
太
一
市
、
藤
本
ジ
ユ
ン
、
(
上
久
原
)
一
高
木
フ
ク
、
出
口
久
太
郎
、
森

一
三
郎
、
卒
野
タ
キ
、
山
田
九
州
男
一回
長
次
郎
、

(下
杭
出
津
)
川
崎
一
岡
安
次
、

(
植
松
)
長
井
登
志
一幸
市
、
本
国
一、

高
官
か
め
、
成

十

名

古

席

、

大

村

市

長

の

式

辞

一

被

表

彰

者

は

つ

ぎ

の

と

お

り

で

一

【

大

村

】

下

久

原

四

(

辻

徳

一

郎

)

亘

書

、

小

山

勝
太
郎
、
飯
笹
一
郎
、
本
谷
マ
ツ
、
(
旭
町
)
山
口
一
石
川
レ
ィ
、
(
喜
一

区
)
松
岡
一菜

、

(
辻
田
)
稲
場
ト
メ
、

一見
、
田
川
与
重
、
林
昭
子
、
(
古
一山
イ
シ
、満
井
良
作
、
(
原
口
町
)

が
あ
り
、
つ
い
で
昭
和
三
十
四
年
一
す
o

F

謀

略

)

一

市

)

、

大

市

通

り

(

田

中

小

三

【

稿

亘

書

(

富
永
小
次

一
光
江
、
浦
田
カ
メ
、
本
田
監

、一

色

、
(
八
幡
町
)
蔭
山
志
一
、

一
義
人
、

(
菰
訪
二
区
)
樋
渡
ツ
ル

一
(新

城

)

霊

安

、
大
川
ケ
サ

一

重

大
岡
佳
夫
、
松
回
て
い
、

一山
口
茂
七
郎
、
吉
村
と
ら
、
小
川

喜
納
期
内
に
保
険
雲

完

納

し

一

(

保
険
衛
義
)
一
本
町
二
(
森
竹
亀
久
三
郎
)、

西
一
郎
)、

今
富

(
山
本
栄
作
)
、
野
一
福
田
モ
ミ
、
稲
原
告
、
一
ニ
根
キ
一
(
春
日
町
)
久
保
山
芸

、
皆
山
一ヱ
、
島
田
キ
ヲ
、

(
池
田
十
区
)
一
石
丸
勝

一
、
(
昭
和
通
り
)
富
永
一
望
カ
シ
、
松
尾
政
雄
、
永
田
工

秀
行
、
(
堺
町
)
官
は
つ
、

一
回
も
給
付
争
受
け
な
か
っ
た
被

一

一

本
町
第
二
婦
人
会

(
山
口
シ
ズ
)一

回

(
野
田
善
四

郎

)

一

ヨ
ヵ
、
(
後
木
場
)
江
崎
与
三
一登
満
枝
、
(
札

ノ
町
)
谷

口
ジ
一

柿
本
ア
ツ
ノ
、

(
池
田
十
一
区
)
一
カ
夕
、
高
山
情
、
岩
浅
マ
ス
ヱ
、
一ミ
、

一

(

原
口
住
宅
)
志
摩
三
郎

保
険
者
二
百
二
十
四
世
帯
と

昭

和

.

一

札

の

町
(
垣
添
年
男
)、若
葉

国
保
健
康
者
な
ど
褒
彰

個
人
ニ
ニ
四
人
と
ニ
七
団
体

保
険
税
納
税
組
合

(矛277号)りよ1!. 政市

間;
:働
問1

1，;Gi!， 
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村大

自
転
車
の
登
録
替
え

(毎月1日，10日，Z0日発行〉

も
よ
り
の
場
所
で
忘
れ
ず
に

ム
期
日
三
月
二
十
四

・
二
十
五

日

(午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
)

ム
場
所
新
局
舎
二
階

(大
村
郵
便
局
)

昭
和
三
十
三
年
自
転
車
税
の
廃
一す
と、

止
に
伴
い
、
自
転
車
盗
難
の
防
犯
一
一
、
盗
難
に
か
か
っ
た
場
合
登

措
置
と
し
て
、
警
察
署
な
ら
び
に
-録
自
転
車
で
あ
れ
ば
警
察
保
管
の

市
連
合
防
犯
組
合
で
は
皆
さ
ん
の

一特
定
票
に
よ
っ
て
早
急
手
配
が
で

ど
協
力
を
得
て
、
乙
れ
の
登
録
を
一き
る
。

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
一

一一

ι附
和
者
(
甲
)
票
が
な
け

は
昭
和
三
十
三
年
中
、
七
十
六
件

↑か
ば
質
屋
、
古
物
商
か
質
受
け
、

発
生
し
た
自
転
車
盗
も
、
三
十
四
一賀
受
げ
を
し
な
い
。
な
ど
の
点
が

年
は
五
十
一
件
、
三
十
五
年
は
三一

あ
り
ま
す
。

十
八
件
と
減
少
し
、
そ
の
半
面
検
一

と
と
ろ
が
今
日
で
は
登
録
時
の

挙
成
績
は
悶
和
三
十
三
年
の
一
ニ
O
一自
除
草
は
修
理
そ
の
他
に
よ
っ
て

%
か
ら
、

一ニ
十
四
年
は
三
九
%
、

一旧
状
は
一
変
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
登

三
十
五
年
に
至
つ
て
は
七
三
助
と

一録
時
の
所
有
者
(
甲
)
か
ら
乙
丙

上
昇
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

一
へ
と
都
政
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
ま

そ
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し

一ま
に
な
っ
て
い
る
自
転
車
も
少
な

よ
う
が
、
お
互
い
が
鍵
を
か
け
る
一
く
あ
り
支
せ
ん
。

乙
と
。
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
意

一

ま
た
、
登
録
制
度
の
要
領
に
も

す
る
等
防
犯
剛
円
相
の
普
及
と
と
も

一あ
る
悶
打
席
修
正
を
か
え
る
必
要
も

に
登
録
制
度
の
成
果
で
あ
り
ま
す
一あ
っ
て
、
今
回
つ
ぎ
の
日
程
に
よ

ζ
の
登
録
制
度
か
ど
の
よ
う
に
一り、

全
面
的
に
登
録
の
更
新
を
実

活
用
さ
れ
て
い
る
か
例
を
あ
げ
ま
一施
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で

自

輸
出
試
作
品
や
改
善

日寺

間

実
施
場
所

鈴
回
出
損
所

費
な
ど
に
奨
励
費

昭和 36-年 3月 20日
(昭和33年4月22臼第三種垂l便物認可)
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区

月

日

輸
出
を
目
的
と
し
て
、
新
し

く
考
案
し
た
製
品
や
、
現
在
輸

出
品
で
あ
る
も
の
に
、
品
質
、

機
能
、
意
匠
等
の
改
善
を
な
し

輸
出
の
伸
長
に
役
立
つ
乙
と
を

通
産
大
臣
が
認
め
た
も
の
に
対

し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
制
肢
が
も
う
け
ら
れ
ま

し
た
。該

当
さ
れ
る
か
た
で
、
と
希

望
が
あ
れ
ば
、
商
工
水
産
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(商
工
水
産
課
)

三
月
一
一一一日

今
村
公
民
館
前
広
場

詐宵

自
午
前
八
時

至

正

午

自
午
後
一
時

至
午
後
三
時

一
ニ
月
一
一
一
一
日

自
午
前
八
時

至
午
後
ハ
時

自
午
前
八
時

至
午
後
七
時

市前親
民和
病銀
院行
前西
広大
場村

支
庖

西

大

村

三
浦
出
張
所
前
広
場

二
四
日

自
午
前
九
時

茸
瀬
出
張
所
前
広
場

至
午
後
五
時

-~ 

主主

三
月
二
三
日

瀬

白
午
前
八
時

至
午
後
七
時

調
訪
公
民
舘
前

池
田
公
民
鮪
前

二
六
日

自
午
前
八
時
三
十
分

至
午
後
五
時

松
原
小
学
校
校

庭

原

三
月
一
一
一
ニ
日

松

註

そ
の
他
の
町
は
単
位
防
犯
組
合
長
が
指
定
す
る
場
所
で

一
一
一
一
日
か
ら
二
五
日
ま
で
の
聞
に
実
施
す
る
。

自
午
前
八
時
三
十
分

至
午
後
四
時

キ0.

三
月
二
四
日

竹
松
駅
前

と
う
天
神
社
前

竹

本
庁
地
区
単
位
防
相
組
合
長
毎
に
、
二
二
日
か
ら
二
五
日
ま
で
の

闘
に
実
施
す
る
予
定
。

(四〉

自
午
前
八
時
三
十
分

至
午
後
四
時
三
十
分

-月
一一
四
日

二
五
日

重

福
輩
出
賢
所
前

福

ム
登
録
手
数
料
日
一
台
に
つ
き
三
十
円

木

工

製

品

の

塗

装

講

習

会

大
村
市
木
工
業
組
合
で
は
、

木
工
製
品
(
表
具
、
建
具
、
汁

器
、
そ
の
他
木
工
製
品
一
切
)

の
塗
装
技
術
の
向
上
を
は
か
る

目
的
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
一
般
の

参
加
も
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
多
数
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ム
日
時
H
三
月
二
十
四
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
三
日
間

ム
場
所
H
市
内
乾
馬
場
郷
大

村
工
業
所
内

ム
指
導
H
佐
世
保
市
古
賀
実
業

商
会

ム
受
講
料
日
無
料
筆
記
用
具

申
食
持
参
の
乙
と

実
習
希
望
の
か
た
は
材
料
を
持

参
の
こ
と
。

な
お
、

二
十
六
日
に
は
希
望

に
よ
り
専
門
酌
な
部
門
に
つ
い

て
の
講
習
も
実
施
し
ま
す
。


